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東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
「
小
規
模
事
業
者
時
速
化

支
援
事
業
」
の
、
第
一
回
セ
ミ

ナ
ー
が
八
月
二
十
六
日(

水)

午

後
六
時
よ
り
根
台
東
区
上
野
公

園
の
「
上
野
精
養
軒
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

同
事
業
は
事
業
承
継
な
ど
に

対
し
て
小
規
模
零
細
企
業
を
支

援
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
三

回
に
わ
た
っ
て
事
業
承
継
な
ど

を
中
心
に
セ
ミ
ナ
ー
を
か
い
さ

い
す
る
も
の
で
す
。 

 

第
一
回
目
は
「
事
業
承
継
に

対
策
が
必
要
な
本
当
の
訳
」
と

題
し
て
、
特
定
社
会
保
険
労
務

士
の
佐
藤
良
道
氏
を
講
師
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

佐
藤
氏
は
企
業
に
と
っ
て
事

業
承
継
は
重
要
で
、
後
継
ぎ
が

い
な
い
た
め
に
廃
業
と
い
う
最

悪
の
結
果
を
迎
え
た
企
業
が
年

間
三
万
件
に
も
及
ん
で
い
る
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

 
 

ま
た
、
ロ
ッ
テ
や
大
塚
家
具
な

ど
の
例
を
引
き
合
い
に
出
し
、 

し
っ
か
り
と
対
策
を
講
じ
て
い

な
い
お
家
騒
動
や
骨
肉
の
争
い

に
も
な
り
か
ね
な
い
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
「
事
業
承
継
に
対
策

が
必
要
な
本
当
の
訳
」
と
題
し

て
、
事
業
承
継
に
は
①
子
供
や

親
族
に
譲
る
場
合
②
従
業
員
に

譲
る
場
合
③
会
社
を
買
っ
て
も

ら
う(

Ｍ
＆
Ａ)

場
合
④
廃
業
と

い
う
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
有
る

と
し
間
違
っ
て
も
廃
業
と
い
う

最
悪
の
選
択
を
し
な
い
よ
う
に

今
か
ら
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い

と
力
説
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
事
業
承
継
の
計
画
的

取
組
の
必
要
性
に
つ
い
て
。
会

社
の
状
況
を
客
観
的
に
分
析
し

把
握
す
る
こ
と
が
最
も
大
事
で

あ
る
と
し
、
自
社
の
強
み
と
弱

み
を
冷
静
に
分
析
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
最
後
に
親
族
内
承
継

の
失
敗
例
と
成
功
例
に
つ
い
て

も
詳
細
に
説
明
し
、
他
人
事
と

は
思
わ
ず
に
、
い
ま
か
ら
対
策

を
講
じ
て
ほ
し
い
と
結
び
ま
し

た
。
今
回
は
参
加
者
全
員
に
「
世

界
一
分
か
り
易
い
事
業
承
継
の

本
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 
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組
合
で
は
賦
課
金
の
見
直
し
作
業
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
平
成
五
年
以
来
据
え
置
き
に
な
っ
て
い
る
賦
課
金

の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
時
代
に
即
し
た
賦
課
金
体
系
に
改
め

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
他
協
組
と
の
整
合
性
も
考
慮
し
て
、
こ

の
度
大
幅
に
見
直
し
、
出
来
れ
ば
来
年
度
か
ら
新
し
い
賦
課
金

の
徴
収
方
法
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

現
在
の
賦
課
金
は
平
成
四
年
四
月
に
改
訂
さ
れ
て
以
来
、
二

十
三
年
間
改
訂
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
こ
の
間
に
間

欠
輪
転
印
刷
機
や
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
の
登
場
に
よ
っ
て
組

合
員
の
保
有
設
備
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
き
て
お
り
、
現
状

に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
、 

 

二
十
二
年
ぶ
り
に
賦
課
金
見
直
し
へ 

時
代
に
即
し
た
徴
収
方
法
の
検
討
始
め
る 

 

小規模事業者持続化支援事業者を  

第１回セミナー「事業承継に対応が必要な訳」 

  身近な問題に真剣に耳を傾ける参加者  

講師の佐藤良道氏  

事業持続化支援事業の第 1 回セミナーを開催  
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い
ま
や
業
界
の
恒
例
行
事
と

な
っ
た
「
第
十
七
回
ラ
ベ
ル
関

連
ミ
ニ
機
材
展
」
が
、
今
年
も

東
京
都
正
札
シ
ー
ル
印
刷
協
同

組
合
と
神
奈
川
県
シ
ー
ル
印
刷

協
同
組
合
の
協
賛
を
得
て
、
十

一
月
十
四
日(

土) 

に
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
す
で
に

出
展
申
し
込
み
受
付
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。 

 

同
展
は
平
成
十
年
に
業
界
で

初
め
て
組
合
が
開
催
す
る
展
示

会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
の
が
最

初
で
、
そ
の
後
他
協
組
追
随
し

開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

で
す
。 

 

大
き
な
展
示
会
は
遠
い
し
、

平
日
は
機
械
を
止
め
て
ま
で
は

行
か
れ
な
い
な
ど
と
い
う
声
に

応
え
、
土
曜
日
の
開
催
と
交
通

の
便
が
い
い
所
と
い
う
こ
と
か

ら
、
今
の
形
に
な
っ
た
も
の
で
、

ま
た
、
出
店
者
側
か
ら
見
る
と
、

大
型
の
展
示
会
は
入
場
者
は
多

く
て
も
、
小
間
代
が
高
い
し
開

催
期
間
も
長
く
、
対
費
用
効
果

を
考
え
る
と
、
そ
ん
な
に
メ
リ

ッ
ト
は
な
い
と
い
う
声
も
強
か

っ
た
。 

 
途
中
で
初
期
の
目
的
を
達
成

し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
一
回
中

止
し
た
都
市
が
あ
っ
た
が
、
出

店
者
側
か
ら
是
非
再
開
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
に
押
さ
れ
て
、

現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。 

出
展
概
要
・
応
募
要
項
は
次
の

通
り
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

■

日

時 

平

成

二

十

七

年

十
一
月
十
四
日
（
土
）
午
前
十

時
～ 

午
後
四
時 

■
場
所 

東
商
セ
ン
タ
ー

３
階 

展
示
会
場
（
後
日
、
出

展
社
に
地
図
送
付
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

台
東
区
柳
橋
二
の
一
の
九 

 

☎
（
３
８
６
１
）
５
９
２
１ 

Ｊ
Ｒ
・
都
営
地
下
鉄
『
浅
草
橋
』

よ
り
徒
歩
５
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

■
出
展
料 

一
社
・
四
万
円

(

消
費
税
別
途)

（
６
０
０
㎜×

１
８
０
０
㎜
の
展
示
台
２
台
分

の
ス
ペ
ー
ス
） 

 

■

展

示

品 

電

源

は

１

０

０
Ｖ
の
み
で
す
の
で
、
大
型
の

機
械
は
展
示
で
き
ま
せ
ん
。 

展
示
品
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
事
務
局
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

     

今
年
度
初
の
支
部
会
が
、
八

月
二
十
一
日(

金)

に
「
納
涼
屋

形
船
合
同
支
部
会
」
と
し
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
隅
田
川
の
山
田
屋
言

問
団
子
桟
橋
か
ら
、
午
後
七
時

に
出
発
し
、
協
賛
会
な
ど
も
参

加
し
、
挨
拶
に
立
っ
た
坂
内
東

支

部

長

と

森

田

西

支

部

長

が

「
屋
形
船
の
支
部
会
は
十
年
ぶ

り
で
す
が
、
今
日
は
大
い
に
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
平
山
理
事
長
も
「
た

ま
に
は
こ
う
い
う
雰
囲
気
の
中

で
羽
目
を
外
し
て
大
い
に
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
乾

杯
の
後
、
お
い
し
い
刺
身
、
て

ん
ぷ
ら
と
豪
華
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
、
酔
い
が
回
っ
て
く
る
に

つ
れ
、
い
つ
し
か
カ
ラ
オ
ケ
大

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

船
は
隅
田
川
を
下
り
、
お
台 

■

申

込

み 

平

成

二

十

七

年
九
月
三
十
日
（
金
）
ま
で
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
組
合
事
務
局
ま
で
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

     

場
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
前
で
停
泊
、

今
谷
や
東
京
一
と
い
わ
れ
る
ベ

イ
エ
リ
ア
の
夜
景
を
眺
め
な
が 

ら
の
舟
遊
び
は
格
別
で
、
時
間

の
経
つ
の
も
あ
っ
と
い
う
間
で 

二
時
間
の
船
の
上
で
の
宴
会
は

午
後
九
時
過
ぎ
に
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。 

 

 

 

                                 

 

屋
形
船
で
今
年
度
初
の
支
部
会
を 

 
 

協
賛
会
も
参
加
し
て
に
ぎ
や
か
な
宴
が 

 

第 17 回ラベル関連ミニ機材展  

 

今回も正札シール、神奈川の 

協賛を得て 11 月１４日開催へ 



              

印

刷

イ

ン

キ

工

業

連

合

会

（
高
橋
弘
二
会
長
）
は
、
印
刷

イ
ン
キ
に
関
す
る
新
し
い
環
境

マ
ー
ク
制
度
と
し
て
制
定
し
た

「
イ
ン
キ
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
制

度
」（
ｉ
ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
を
オ

フ
セ
ッ
ト
イ
ン
キ
を
対
象
に
登

録
申
請
書
の
受
付
を
開
始
、
９

月
１
日
か
ら
制
度
運
用
（
ラ
ベ 

 

 

ル
表
示
）
を
開
始
し
ま
し
た
。 

新

た

に

制

定

さ

れ

た

ｉ

ｇ

マ
ー
ク
制
度
は
、
主
に
イ
ン
キ

中
の
バ
イ
オ
マ
ス
割
合
を
指
標

と
し
て
、
そ
の
度
合
に
よ
っ
て

イ
ン
キ
の
環
境
対
応
レ
ベ
ル
を

３
段
階
（
ワ
ン
ス
タ
ー/

ツ
ー
ス

タ
ー/

ス
リ
ー
ス
タ
ー
）
に
ラ
ン

ク
付
け
す
る
制
度
で
す
。 

ま
た
、
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
に
つ
い

て
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
成
分
を
多

用
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
か

ら
、
イ
ン
キ
の
脱
墨
性
能
や
省

エ
ネ
対
応
（
省
電
力
照
射
装
置

で
硬
化
す
る
イ
ン
キ
）
な
ど
、

イ
ン
キ
の
持
つ
環
境
対
応
特
性

を
指
標
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

九
月
一
日
か
ら
制
度
運
用
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
連
合

会
で
は
、
会
員
企
業
各
社
の
バ

イ
オ
マ
ス
割
合
算
出
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
構
築
体
制
が
整
う
ま

で
の
経
過
措
置
と
し
て
、
バ
イ

オ
マ
ス
の
代
わ
り
に
植
物
油
の

含
有
割
合
を
指
標
す
る
暫
定
基

準
で
の
運
用
（
２
年
間
）
を
認

め
て
い
ま
す
。 

将

来

的

に

は

植

物

油

イ

ン

キ
マ
ー
ク
と
統
合
し
て
、
よ
り

環
境
に
配
慮
し
た
マ
ー
ク
と
し

て
普
及
定
着
を
め
ざ
す
と
し
て

い
ま
す 

印

刷

イ

ン

キ

の

環

境

マ

ー

ク
に
は
、
同
連
合
会
が
認
定
す

る
Ｎ
Ｌ
規
制
準
拠
マ
ー
ク
や
植

物
油
イ
ン
キ
マ
ー
ク
、
日
本
環

境
協
会
が
認
定
す
る
エ
コ
マ
ー

ク
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
オ
フ

セ
ッ
ト
イ
ン
キ
で
は
、
す
で
に

約
９
５
％
以
上
（
同
連
合
会
統

計
）
が
該
当
製
品
で
あ
る
な
ど
、

既
存
制
度
の
役
割
が
達
成
状
態

で
活
動
推
進
力
が
低
迷
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
イ
ン
キ
の
環
境

負
荷
低
減
活
動
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
、
既
存
の
環
境
推
進

制
度
の
指
標
を
上
回
る
新
た
な

環
境
マ
ー
ク
制
度
を
構
築
し
た

も
の
で
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
枚
葉
イ
ン
キ

の
認
定
基
準
は
、
下
位
の
「
ｉ

ｇ 
(

ワ
ン
ス
タ
ー)

」
の
場
合
、

①
Ｎ
Ｌ
規
制
を
遵
守
し
て
い
る

こ
と
②
ア
ロ
マ
フ
リ
ー
溶
剤
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
③
イ
ン
キ

中
の
石
油
系
溶
剤
量
は
３
０
％

以

下

④

バ

イ

オ

マ

ス

割

合

４

０
％
以
上
（
植
物
油

1
5

％
以
上
）

と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
中
位
の
「
ｉ
ｇ
（
ツ

ー
ス
タ
ー
）
」
の
場
合
は
①
②
③

は
ワ
ン
ス
タ
ー
と
同
じ
で
④
バ

イ

オ

マ

ス

割

合

４

０

％

以

上

（
植
物
油
２
５
％
以
上
）
と
な

り
ま
す
。 

さ

ら

に

最

上

位

の

「

ｉ

ｇ

（
ス
リ
ー
ス
タ
ー
）
」
の
場
合
は

①
②
③
は
ワ
ン
ス
タ
ー
と
同
じ

で
④
バ
イ
オ
マ
ス
割
合
５
０
％

以
上
（
植
物
油
３
５
％
以
上
）

と
な
り
ま
す
。 

今
回
は
枚
葉
イ
ン
キ
の
他
、

オ
フ
輪
イ
ン
キ
、
金
イ
ン
キ
（
枚

葉
・
オ
フ
輪
）
、
新
聞
イ
ン
キ
（
ノ

ン
ヒ
ー
ト
オ
フ
輪
）
、
Ｕ
Ｖ
イ
ン

キ
の
認
定
基
準
も
設
定
し
て
い

ま
す
。 

 

  

東
京
本
社
を
移
転 

  
 

 
 

 

大
王
製
紙 

  

大
王
製
紙
で
は
、
業
務
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
化
を
図
る
た
め
、

今
月
よ
り
東
京
本
社
を
先
に
移

転
し
ま
し
た
。 

■
住
所
・
東
京
都
千
代
田
区

富
士
見
二
丁
目
十
番
二
号 

飯

田
橋
グ
ラ
ン
・
ブ
ル
ー
ム(

二
十

四
、
二
十
五
階) 

情

報

用

紙

営

業

本

部 

情

報
用
紙
部 

タ
ッ
ク
紙
課 

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
３-

６
８
５
６

-
７
５
４
８ 

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
０
３-

６
８
５
６

-

７
６
２
０ 

                                 

 

印刷インキ工業連合会が  

「ｉｇマーク制度」を制定 

より環境に配慮したマークに 



 

経
済
産
業
省
は
、
二
〇
一
五

年
版
「
も
の
づ
く
り
白
書
（
も

の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
振
興
施

策
）
」
を
こ
の
ほ
ど
公
表
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
「
第
一
章
・
我

が
国
も
の
づ
く
り
産
業
が
直
面

す
る
課
題
と
展
望
」
と
「
第
二

章
・
良
質
な
雇
用
を
支
え
る
も

の
づ
く
り
人
材
の
確
保
と
育
成
」

の
二
章
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
第
１
章 

我
が
国
も
の
づ
く

り
産
業
が
直
面
す
る
課
題
と
展

望
」
の
ス
ト
ー
リ
ー 

我
が
国
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
効
果
が
現
れ
る
な
か
で

着
実
に
上
向
い
て
き
た
。
も
の

づ
く
り
産
業
を
中
心
に
企
業
収

益
の
改
善
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に

は
賃
金
引
上
げ
の
動
き
が
広
が

る
な
ど
、「
経
済
の
好
循
環
」
に

向
け
前
進
を
続
け
て
い
る
。 

一
方
、
我
が
国
の
経
常
収
支

（
暦
年
ベ
ー
ス
）
は
４
年
連
続

で
黒
字
が
縮
小
し
、
過
去
最
小

の
黒
字
を
計
上
し
た
。
内
訳
を

み
る
と
、
貿
易
収
支
が
過
去
最

大
と
な
る
赤
字
を
計
上
す
る
一

方
で
、
海
外
投
資
収
益
等
の
第

一
次
所
得
収
支
が
過
去
最
大
の

黒
字
を
計
上
す
る
な
ど
、
輸
出

で
稼
ぐ
構
造
か
ら
、
海
外
で
稼

ぐ
構
造
へ
と
我
が
国
も
の
づ
く

り
産
業
の
稼
ぎ
方
は
着
実
に
変

化
し
て
い
る
。 

 

（
１
）
我
が
国
製
造
業
の
足
下

の
状
況
認
識 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

を
背
景
と
し
た
企
業
業
績
の
改

善
が
進
み
、
国
内
の
設
備
投
資

も
増
加
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

さ
ら
な
る
投
資
の
活
発
化
重
要 

（
２
）
我
が
国
の
産
業
構
造
を

支
え
る
製
造
業 

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二

割
を
占
め
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
技
術
を
生
み
出
し
、

他
産
業
へ
の
高
い
波
及
効
果
を

持
つ
製
造
業
は
引
き
続
き
重
要
。  

国
内
拠
点
の
役
割
を
見
極
め
、

国
内
・
海
外
で
そ
れ
ぞ
れ
稼
ぐ 

     

分
野
を
明
確
化
し
つ
つ
、
国
内

の
製
造
業
の
基
盤
と
し
て
様
々

な
担
い
手
を
育
成
し
て
い
く
こ

と
が
課
題
。 

 

（
３
）
製
造
業
の
新
た
な
展
開

と
将
来
像 

～
デ
ー
タ
社
会
に

お
け
る
製
造
業
～ 

 

I
o

T
(I

n
te

r
n

e
t o

f T
h

in
g

s

）
の

進
展
に
よ
り
、
も
の
づ
く
り
産

業
も
大
き
な
変
革
を
遂
げ
て
い

る
中
、
製
造
業
の
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
対
応
は
重
要

な
課
題
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リｰ

4
.0

等
の
各
国
の
動
き
も
見
据
え
、

我
が
国
も
の
づ
く
り
産
業
の
今

後
の
方
向
性
を
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
。 

 

「
第
２
章 

良
質
な
雇
用
を
支

え
る
も
の
づ
く
り
人
材
の
確
保

と
育
成
」
の
ス
ト
ー
リ
ー 

 

（
１
）
良
質
な
雇
用
の
場
と
し

て
の
も
の
づ
く
り
産
業 

も
の

づ
く
り
産
業
は
良
質
な
雇
用
の

場
と
言
わ
れ
る
が
、
国
内
の
従

業
者
数
や
若
者
の
入
職
者 

数
は
減
少
傾
向
。 

 

（
２
）
も
の
づ
く
り
産
業
に
お 

け
る
も
の
づ
く
り
人
材
の
果
た 

     
し
て
き
た
役
割 

調
査
に
よ
る

と
、
企
業
に
お
い
て
、
も
の
づ

く
り
人
材
（
技
能
者
・
技
術
者
）

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
も
の
づ
く
り
人
材
の
持
つ

熟
練
技
能
が
企
業
の
強
み
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

し
か
し
、
技
能
者
が
一
人
前
に

な
る
に
は
、
５
年
～1

0

年
か
か

り
、
熟
練
し
た
技
能
を
持
つ
技

能
者
を
育
成
す
る
に
は
さ
ら
に

長
い
年
数
が
必
要
。 

 

（
３
）
も
の
づ
く
り
産
業
に
お

け
る
人
材
確
保
・
育
成
の
現
状 

も
の
づ
く
り
人
材
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
企
業
の

人
材
の
育
成
・
能
力
開
発
の
実

態
を
み
る
と
、
処
遇
の
改
善
等

の
定
着
を
促
す
た
め
の
取
組
や

育
成
・
能
力
開
発
を
目
的
と
し

た
取
組
な
ど
の
様
々
な
取
組
を

実
施
し
て
い
る
。 

 

（
４
）
良
質
な
雇
用
を
支
え
る

も
の
づ
く
り
人
材
の
確
保
・
育

成
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
施
策 

 

一
方
、
も
の
づ
く
り
人
材
に
対

す
る
教
育
訓
練
に
つ
い
て
、
育

成
を
行
う
時
間
、
若
年
労
働
者

の
人
材
確
保
、
指
導
人
材
の
不

足
等
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。 

 

こ
の
た
め
、
も
の
づ
く
り
の
魅

力
発
信
、
企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
職
業
訓
練
の
実
施
等
の
人

材
確
保
に
対
す
る
支
援
、
企
業

内
の
人
材
育
成
に
対
す
る
助
成
、

技
能
検
定
の
活
用
等
の
企
業
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
。 

 

（
５
）
良
質
な
雇
用
の
場
で
あ

る
も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る

も
の
づ
く
り
人
材
の
確
保
・
育

成
の
今
後
の
方
向
性 

今
後
と

も
、
各
種
政
策
を
通
じ
て
良
質

な
雇
用
の
場
で
あ
る
も
の
づ
く

り
産
業
を
維
持
拡
大
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
。(

次
号
へ) 

                                 

 

二
〇
一
五
年
版
「
も
の
づ
く
り
白
書
」
公
表 

  

企
業
収
益
改
善
と
賃
上
げ
で
経
済
の
好
循
環 



■
人
食
い
バ
ク
テ
リ
ア
と
は 

手
足
が
急
激
に
壊
死
し
、
死

に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
、「
人
食

い
バ
ク
テ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ
る

感
染
症
の
二
〇
一
五
年
の
患
者

数
が
、
過
去
最
多
と
な
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 
                 

国

立

感

染

症

研

究

所

に

よ

る
と
、
二
〇
一
五
年
の
患
者
数

が
、
八
月
九
日
ま
で
で
、
全
国

で
、
す
で
に
二
七
九
人
に
の
ぼ

り
、
調
査
を
始
め
た
一
九
九
九

年
以
降
、
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

都
道
府
県
別
で
は
、
東
京
都
が

最
も
多
く
て
四
四
人
、
次
い
で

大
阪
府
が
、
二
八
人
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。 

正
式
名
称
は
「
劇
症
型
溶
血

性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症
」
で
す
。 

２
日
以
内
に
死
亡
す
る
と
も
言

わ
れ
て
い
る
恐
ろ
し
い
菌
。 

致
死
率
は
お
よ
そ
３
０
％ 

現
在
、
人
食
い
バ
ク
テ
リ
ア
の

感
染
経
路
は
実
際
は
ま
だ
不
明

の
こ
と
。 

こ

こ

で

言

う

溶

血

性

レ

ン

サ
球
菌
と
は
、「
Ａ
型
溶
血
性
レ

ン
サ
球
菌
」
な
ど
を
指
し
て
い 

ま
す
。
Ａ
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球

菌
の
症
状
と
し
て
有
名
な
の
が
、

咽
頭
炎
。 

子

供

が

よ

く

か

か

る

症

状

で
、
咽
頭
（
鼻
の
奥
辺
り
か
ら

食
道
ま
で
の
、
喉
の
奥
ら
辺
）

が
赤
く
腫
れ
た
り
、
発
熱
し
た

り
し
ま
す
。（
風
邪
と
同
じ
よ
う

に
自
然
と
治
る
こ
と
も
多
い
） 

 

■
症
状
は 

感
染
は
突
然
起
こ
り
ま
す
。 

症
状
と
し
て
は
、
発
熱
、
筋
肉

の
痛
み
・
腫
れ
、
喉
の
痛
み 

下
痢
、
傷
口
の
激
痛
な
ど
。 

風
邪
と
似
た
症
状
で
非
常
に
判

断
し
に
く
い
と
い
う
特
徴
を
持

っ
て
い
ま
す
。 

症

状

末

期

は

感

染

し

て

発

症
す
る
と
、
筋
肉
や
脂
肪
を
短

時
間
で
浸
食
し
て
死
に
至
ら
し

め
ま
す
。 

症
状
は
数
時
間
～
数
日
の
間
に

急
速
に
進
み
ま
す
。 

筋
肉
が
壊
死
し
て
し
ま
う 

生
命
維
持
に
必
要
な
臓
器
が
や

ら
れ
て
し
ま
う
多
臓
器
不
全 

心
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
し
ま

う
急
性
心
不
全 

な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
致
死
率

は

3
0

％
と
非
常
に
恐
ろ
し
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 ■
発
症
し
た
ら 

発

熱

や

喉

の

痛

み

を

感

じ

る
場
合
は
、
た
だ
ち
に
病
院
へ

行
き
ま
し
ょ
う
。
早
く
診
断
が

で
き
れ
ば
、
抗
菌
薬
が
よ
く
効

く
そ
う
で
す
。 

 

■
予
防
法
は 

外
出
を
し
た
後
は
、
し
っ
か

り
手
洗
い
う
が
い
で
「
溶
血
性

レ
ン
サ
球
菌
」
を
洗
い
流
す
こ

と
が
大
切
。
風
邪
予
防
と
同
じ

で
す
。
と
て
も
簡
単
に
見
え
ま

す
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
こ
ま

め
に
出
来
る
か
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
多
く
の
人
が
不
十
分
な

手
洗
い
を
し
て
い
ま
す
。 

利
き
手
の
甲 

手
首 

指
と
指
の
間 

な
ど
は
菌
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
意
識
を

し
て
石
鹸
で
洗
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

ま
た
、
免
疫
力
を
つ
け
る
た
め

に
も
規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

免
疫
力
を
常
に
高
め
て
お
く
。 

ƍ

免
疫
力
を
上
げ
る
食
材ƍ

 

納
豆
、
に
ん
じ
ん
、
ほ
う
れ
ん

そ
う
、
春
菊
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
に

ん
に
く
、
バ
ナ
ナ
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
。 

 

■
原
因
は 

 

溶
連
菌
と
呼
ば
れ
る
「
溶
血

性
連
鎖
球
菌
」
が
原
因
。
あ
り

ふ
れ
た
菌
で
、
咽
頭
炎
を
起
こ

し
た
子
供
の
ノ
ド
か
ら
検
出
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ノ
ド
に
感

染
し
た
菌
が
血
中
に
入
っ
た
り
、

手
足
の
傷
口
か
ら
菌
が
侵
入
し

て
劇
症
型
に
な
る
。
ガ
ン
や
糖

尿
病
で
免
疫
力
が
落
ち
て
い
る

ひ
と
も
劇
症
型
に
な
り
や
す
い
。 

 

水
虫
か
ら
の
感
染
も
あ
る
そ

う
で
す
。 

 

《
引
用
資
料
》 
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グ

ラ

フ

テ

ッ

ク

株

式

会

社

（
本
社
：
神
奈
川
県
横
浜
市/

代
表
取
締
役
社
長 
佐
々
木
秀

吉
）
は
、
八
月
三
日
よ
り
、『
鮮

明
な
印
刷
』
、
『
使
い
や
す
さ
向

上
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、A

1
、

A
0

サ
イ
ズ
の
フ
ル
カ
ラ
ー
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
ッ
タ 

               

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

    

 

   M
A

S
T

E
R

J
E

T
 

J
W

シ
リ
ー

ズ

「

J
W

3
7

0
-0

6
 

A
1

」
、

「J
W

5
7

0
-0

9
 

A
0

」
を
開
発
、

発

売

を

開

始

し

ま

し

た

。

（J
W

5
7

0
-0

9

は
十
一
月
よ
り
） 

新

製

品

M
A

S
T

E
R

J
E

T
 

J
W

シ
リ
ー
ズ
「J

W
3

7
0

-0
6

」
、

「J
W

5
7

0
-0

9

」
は
、C

A
D

図 

                     

    

面
や
コ
ピ
ー
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
資
料
等
に
使
用
さ
れ
る
、

評

価

の

高

い

テ

ク

ニ

カ

ル 
/ 

ビ
ジ
ネ
ス
市
場
向
け
に
開
発
さ

れ
た
マ
ッ
ト
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

（
顔
料
）
と
、
そ
の
イ
ン
ク
の

定
着
性
を
高
め
る
「
リ
ア
ク
テ

ィ
ブ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
継
承

し
、
黒
の
濃
度
を
向
上
さ
せ
、

よ
り
黒
の
線
画
や
文
字
を
鮮
明

に
表
現
し
ま
す
。 

ま
た
、
イ
ン
ク
交
換
や
用
紙

セ
ッ
ト
な
ど
す
べ
て
の
操
作
が

本
体
前
面
か
ら
行
え
る
フ
ル
フ

ロ
ン
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
、
一
段
と
使
い
や
す
さ
を
向

上
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

 
更
に
、
ス
ト
ッ
プ
レ
ス
イ
ン

ク
タ
ン
ク
交
換
方
式
を
採
用
し
、

本
体
の
イ
ン
ク
タ
ン
ク
が
空
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
本
体
内
部

の
サ
ブ
タ
ン
ク
か
ら
イ
ン
ク
を

供
給
す
る
こ
と
で
印
刷
を
継
続

で
き
ま
す
。
新
高
発
色
マ
ゼ
ン

タ
イ
ン
ク
を
採
用
し

G
I
S

/
建

築
パ
ー
ス 

/ 

簡
易
ポ
ス
タ
ー

の
画
質
向
上
、
赤
色
系
の
発
色

を
向
上
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も 

    

1
0

0
0

B
A

S
E

-T

ま
で
対
応
、
こ 

れ
か
ら
の
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
に
対
応
し
て
お
り
、
紙
送

り
機
構
の
駆
動
速
度
を
高
速
化

す
る
こ
と
で
印
刷
ス
ピ
ー
ド
が

向
上
し
、A

1

サ
イ
ズ

1

枚
を

約

2
1

秒
で
出
力
で
き
る
高
い

生
産
性
を
備
え
て
い
ま
す
。 

 

特
徴
と
し
て
は
、 

⒈
．
に
じ
み
を
抑
制
し
ブ
ラ
ッ

ク
イ
ン
ク
の
定
着
性
を
高
め
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